
発表№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

　　　　　サ　ー　ク　ル　　名 （　フリガナ　） 発　表　形　式

大和魂 （ ヤマトダマシイ ）

1732-6 2023 年 10 月

4 名 内　 ・ 外 ・ 両方

39　歳　（最高　52　歳、　最低　19　歳） 2 回

本テーマで　　　1件目　社外発表　　　3件目 1 時間

2023年　　10月　～　　　　2024年　　　3月 12 回

 大安製造所　アルミ鋳鍛工場　油圧鍛造室　油圧鍛造組 勤続 1 年

手動式切断作業に潜むリスク撲滅　～当たり前作業からの脱却～
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サークル写真

私が所属する油圧鍛造室では5台の油圧プレス機があり、多品種のアルミ鍛造品を

生産しています。

私たちが働く、神戸製鋼所、大安製造所は、三重県の北部、いなべ市にあり、

約850名が勤務しております。

キャッチフレーズは皆が働きたい職場へ、を合言葉に、日々生産活動を行っています。

私たちのサークルは2023年10月に発足、サークルの平均年齢は39歳です。

新しいサークル名をみんなで相談したところ若い、新しい魂を、武藤大和君に

注入してほしいという意味で大和魂サークルになりました。

2023年10月時点のサークルレベルです。今まで班長が主体でQC活動を行ってきた為、

担当とのレベルの差が広がっています。サークル能力、明るい職場で１点台となり、

評価はDゾーンとなっています。

・ベテラン作業者は当たり前の作業でも、新人作業者

にとってはリスクが高く、安全面に課題があることを

認識しました。

手動式切断作業に伴う災害リスクを撲滅するため、

自動切断を行う丸鋸切断機の改善を検討しました。

設備の機能を学び、方策案を立案してメーカーに

相談しましたが、すべて実現不可能でした。

半ば諦めかけていた中、新人作業者の疑問（気付き）

をきっかけに、ベテラン作業者の知恵を組み合わせる

ことで、コストゼロで手動式切断作業を廃止し、安全性

と生産性を両立することができた活動です。



活動テーマの背景として

2022年に自職場で手元災害が多く発生しました。

その為、2023年度、安全目標として手元災害ゼロを目標に取り組むことになりました。

そこで危険な手作業を抽出した結果、7件があがり、作業回数をパレート図にした所、

手動式切断作業が151回と一番多く、手作業の68.6％を占めていることがわかり、

手動式切断作業に注目しました。

危険内容をまとめた所、挟まれ、巻き込まれ、切創が10件、飛来は7件になりました。

飛来の7件は手元災害ではないですが、災害のリスクがある為、この17件を数値採点

方法で評価することにしました。

新人作業者が作業を行うと災害発生のリスクが高い！息子同然の武藤君が怪我を

しないように、活動テーマを『行ってきます！ただいま』を毎日家族に言えるように

手動式切断作業のリスクを無くし、安心・安全な職場を目指すことにしました。

丸鋸切断機で自動切断する流れとして、まず先端部を25㎜で切断し、製品寸法に切断

していきます。最後に余りの素材が排出され、1本の切断が完了です。

しかし、優れた丸鋸切断機にも一つ弱点があり、それは、余りの素材が製品寸法より

長く排出され自動で切断されないことです。

評価を行った所、ベテランは危険ポイントを把握し、回避行動を取りながら作業して

いる為、評価が低い傾向でした。しかし、新人の私は見た目の怖さが先行し、リスク

レベルを高く評価してしまいました。

同じ作業でもベテランと新人によって評価の違いがある事がわかりました。

フローチャートを用いた結果、現状の作業に問題は発生していませんが、職場環境を

良くする為に課題達成型のストーリーを選定をしました。

排出された余りの素材は製品寸法より長く、切断すれば製品材として使用できる為、

手動式切断機を使用して素材の寸法調整をしています。



項目ごとにありたい姿、選定現在の姿とギャップを比較し選定シートを作成しました。

このギャップを攻略する攻めどころはこのようになっています。

目標の設定として余り素材の手動式切断作業を2024年3月31日までに丸鋸切断機で

切断出来るようにしてリスクレベルをAにすることを目標としました。

活動計画はこのようになりました。サークルメンバーのレベルアップを目指す為に、

私が補助にまわり、各自責任を持って進めていきました。

成功シナリオの追求として製品長さ＋75㎜以上確保するには、まずは点数の一番高い、

主バイスクランプ幅を短くすることに取り組みました。

しかし、改善案をメーカーに問い合わせると対応出来ない事が分かりました。

続いて、方策案を上げ、最適策の追求をしていくことにしました。

案としては素材先端部の変更、主バイスクランプ見直し、素材長さの変更が

上がりました。

ならば、残りの最適策を改造できるかメーカーに確認したところ設備改造の対策は

すべて出来ない回答になりました。素材長さも、種類ごとに変更するのは難しく、

丸鋸切断機で余りの素材を切断するのはほぼ、不可能になってしまいました。

丸鋸切断機で切断する種類は40種類あり、赤色25種類は手動式切断機にて切断して

います。この赤色の種類を改善できれば丸鋸切断機のみで作業が行えます。

そこで手動式切断、有り、無しの差は何があるのだろうと思い仕様書を確認した所、

製品長さプラス75㎜以上ないと余りの素材が丸鋸切断機で自動切断されないことが

わかりました。製品寸法、プラス75㎜以上確保は掴むために必要な長さになり、

問題解決の糸口となります。



メンバーが落ち込んでいると職長が安全性の高い手動式切断機を見つけてくれました。

しかし、導入まで時間が掛かる為、今の切断機を使用して作業しなくてはなりません。

そこで武藤君が安全に作業できるように私が一週間、マンツーマンで指導しました。

指導を受け、作業を行った所、めちゃくちゃ怖かったです。

ある日、私が手動式切断作業で方向を間違えて切断してしまいました。あ～端材は

使用できないから廃却や～え、なぜ端材は使用出来ないのですか？

ん～理由は知らないけど、昔から廃棄しているから使えないんじゃないの？

でも使えそう！と私が疑問に思った為、スタッフに相談することにしました。

確認をした結果、端材の使用有無は取り決められていませんが組織を調べてから

判断しましょう。と勧められ前端材、製品材、後端材の3か所を観察した結果、

端材部と製品部の差異はなく、使用可能になりました。今まで、ベテランは使えない

と決めつけていましたが私の疑問から廃棄していた部分が使えるようになりました。

会合で端材の部分が使用可能になったと伝えると川崎さんが、前端材で製品確保

すれば？と意見がでました。杉山さん、川崎さんの案ができるのであれば、

クランプ代が取れて自動切断出来そうじゃないですか！

お～いいかも！と再びシナリオを考え直しました。

設備仕様上、前切断は必ずあります。前切断設定は99㎜まで可能な為、製品材寸法

99㎜までを前切断で設定すれば25ミリで切断していた前端材が後端材に合わさり、

クランプする為の75ミリ以上確保が出来るようになります。その為、素材1本からの

切断個数を減らさずに自動で切断できると考えました。

素材を準備し、検証しました。製品寸法に問題がなく、最後まで自動切断できた為、

7種類の手動式切断作業を無くすことができました。

しかし、残りの18種類は製品長さが100㎜以上あり前切断設定で切断できず、

手動で切断する日々が続きました。

そこで、最適策を考え直し、設備改造から先端部を製品材として使用することに

しました。

コスト、実現性が上がり、評価は15点になりました。

柿市さんが手動切断中、この部分さえなければ、と心の声が漏れていました。

私が、切断した端材を見て、ひらめき、この方法なら手動式切断作業が無くなる

かもとメンバーに伝えました。



私の案は、前端材と後端材を合わせた通称、まえうしろ端材を前切断で68ミリに

切断し、自動切断を行っていけば、後端材が製品材の寸法になるのでは、

と考えました。成功すれば、手動式切断作業を無くせます。

前切断から製品切断する方法とあらかじめ、余る部分を前切断する方法、2種類を

組み合わせることにより全種類の自動切断が可能になりました。

その為、手動式切断機を使用する必要がなくなり作業場から撤去し、廃棄しました。

まさか、自分達だけの力で乗り越えられるとは夢のようでした。

以上の改善を行った結果、危険源が無くなり、本質安全化できたことでリスクが

完全に無くなりました。

それと、うれしい効果も出ています。手動式切断作業が無くなったことで作業者の

面着回数がゼロになりました。

効果金額は263万5千円になります。

今回の活動では武藤君が率先して意見を出し活動できた為、サークルレベルが

DからCゾーンにレベルアップしました。

活動を通じてメンバーで協力し、目標を達成できたことは良かったです。

その中でも、上位方針の手元災害について知恵と工夫で安全な職場になったことは

大きな自信になりました。

標準化と管理の定着化として切断方法の作業標準改定と教育実施、前切断設定が

わかるように一覧表を作成しました。

最後に、今回の活動で多くを学びました特に、私は作業に対して、固定観念が少なく

異なる視点で意見を出し、問題を解決できたことは良かったです。

今後も、『行ってきます、ただいま』が家族に言えるように安全な職場環境を

目指します。


